
３．都市公園における感染防止対策及び今後の都市

公園の利活用

令和３年度に行った前述のアンケート調査結果な

どからコロナ禍における都市公園における感染防止

対策や今後の都市公園の利活用についての具体的な

事例を抽出し、ヒアリング調査を行った。以下にそ

れらの調査結果から抜粋して事例を紹介する。

①都市公園における感染防止対策の具体例

都市公園における特徴的なイベントである花見へ

の対応については、多くの人が集まり、飲食や宴会

を伴うことが多いため、当初から感染防止対策が行

われていた。写真 に東京都上野恩賜公園の事例を

示す。令和２年から４年の桜の開花期には宴会規制

のための植込地の封鎖を行っている。さらに、令和

２年の開花期は桜通りの閉鎖が行われ、令和３年の

開花期は解除されたが、桜通りの一方通行が実施さ

れ、この措置は令和４年の開花期も実施された。

②今後の都市公園の利活用についての具体例

都市公園における今後のニュー・ノーマルに対応

した利活用では、リモートワークの場としての公園

の利用、３密回避・公園利用者の利便性向上のため

のキャッシュレス化の導入（写真 ）、オンライン

を用いたイベント・プログラム及び公園情報の発信、

デイキャンプ等芝生広場の利活用、駐車場等を利用

したドライブインシアター等のパブリックビューイ

ベント、屋内プログラム等の屋外実施、屋外での飲

食提供の追加拡大（キッチンカー、テイクアウト等）

などがみられた。

写真 入園料のｷｬｼｭﾚｽ化 国営昭和記念公園

４．おわりに

本研究の成果により、都市公園における感染防止

対策を踏まえた計画・設計・管理運営及び今後の利

活用等のポイントや留意点を整理した公園管理者向

けの技術資料をとりまとめる予定である。

☞詳細情報はこちら

国総研資料

表 感染症防止に係る措置の実施状況（期間毎及び公園種別毎（全期間）：複数回答可）

令和 ～ 年 宴会規制のため植込地封鎖 令和 年 桜通り閉鎖 令和 ～ 年 桜通りの一方通行

写真 花見における感染防止対策の推移（写真提供：東京都）
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１．はじめに

気候変動に伴う自然災害の激甚化・頻発化など気

候変動リスクが高まり、気候危機の深刻化による生

態系への影響拡大が懸念される中、 年カーボン

ニュートラルに向けた地球温暖化緩和策、防災・減

災、国土強靱化をはじめとする気候変動適応策の強

化、生物多様性の保全、持続的な利用を含めた自然

共生社会や循環型社会の形成に向けた取組を強化し、

グリーン社会を実現することが、我が国の重要な政

策課題となっている。国総研の各研究部・センター

においては、従来から施設・事業分野ごとにグリー

ン社会の実現に貢献する様々なグリーン技術の研究

開発を進めてきたところであり、その加速化が求め

られる。

２．外部機関との情報交換

グリーン社会の実現の鍵は“連携”であり、国総

研において進められているグリーン技術をはじめと

する様々な環境研究についても、各専門領域にとど

まることなく、所内はもとより外部機関との連携の

もと総合的視点をもって研究開発を効果的、効率的

に推進する必要がある。そのための取組の一つに、

環境研究に携わる国の施設等機関、国立研究開発法

人及び国立大学法人の 研究機関からなる「環境研

究機関連絡会」への参画がある。本連絡会は、環境

問題に関わる情報交換の場を設け、参画機関がより

一層、環境研究の連携・協力を緊密にしていくこと

を目的に 年に設置され、以降毎年、各機関の環

境研究の動向について情報共有が行われるほか、研

究発表及び討論を行う研究交流セミナー等が開催さ

れ、情報交換が行われてきたものである。

年の研究交流セミナーは「環境ビッグデータ

とその活用」を全体テーマとして 月に開催された。

の研究機関の代表者により研究発表が行われ、国

総研からは「ビッグデータを活用した建築物の脱炭

素化に関する施策検討」と題して、建築物の省エネ

基準適合性の判定と詳細な設計仕様のデータ収集を

効率的に行うオンラインプログラムの開発・整備、

収集データの分析による建築物の脱炭素化に向けた

政策検討支援の取組を紹介した。またその後の総合

討論では「環境問題解決に向けてデータをどのよう

に作り、活用するか」というテーマで、参画機関間

の意見交換が行われた。

図 での発表画面

３．おわりに

グリーン社会の実現に向けた研究開発の推進に、

関係機関との連携は欠かせない。環境研究推進本部

は今後とも、外部機関との情報交換、研究成果の発

信を促進していく。

☞詳細情報はこちら

環境研究推進本部ホームページ

第 回環境研究機関連絡会研究交流セミナー
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研究動向・成果

http://www.nilim.go.jp/japanese/organization/k_

honbu/indexkankyou.htm

第 4回環境研究機関連絡会研究交流セミナー

https://kankyorenrakukai.org/seminar_04/index.

html
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